
天候の悪い日では、
空気中O2濃度が低下し、より
O2を血管に取り込もうとし、

血管が拡張するため
頭痛が起こると言われてます。

天候が不安定となり、低気圧による頭痛に悩まされる方も多くなる時期です。

そこで、片頭痛のメカニズムと治療薬についてまとめてみました。

医薬品情報 NEWS 2022.6.28 薬剤科

片頭痛治療薬は、
発作治療薬と発作予防薬
の大きく2種類に分けら
れます。
前者には解熱鎮痛剤も含
まれ馴染み深いものも多
いかと思いますが、
後者については、他の病
状の患者さんに使われて
いる薬も多いため、一見
すると片頭痛の治療薬で
あることがわからないこ
とも少なくありません。

カロナール®やロキソニン®を頭痛がある時、痛み止めを使えばよいと
考えている人も多いかと思いますが、
使用頻度によっては「薬物乱用頭痛」を引き起こす可能性もあります。
以下のような人は、薬物乱用頭痛を起こしやすいので注意が必要です。

①月に１５日以上頭痛のある日がある
②3ヶ月以上定期的に、鎮痛薬を使用している

「鎮痛剤はよく使う薬だから大丈夫」と侮ることなく、
他の薬と同様に決められた量を正しく使っていただく必要があります。

また、自己注射製剤といえば、インスリン、エピペン®、リウマチの抗体製剤
を思い浮かべる方も多いかと思いますが、片頭痛の治療薬も発売されています。

薬局では、DI Newsで取り上げて欲しい内容を募集しております。何かございましたら、院内のメールにて薬局中村までご連絡ください。

注意点


